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2023 年 10月期 通期決算説明会書き起こしおよび動画公開のお知らせ 

 

 

当社は、2023年 12月 14日（木）に開催しましたアナリスト・機関投資家さま向け

2023年 10月期 通期決算説明会書き起こしおよび動画公開したことをお知らせいたしま

す。  

 

詳細につきましては、下記および添付の資料をご参照ください。  

 

2023年 10月期 通期決算説明動画については下記をご確認ください。  

ＵＲＬ： https://www.youtube.com/watch?v=yjg2wR2bdac 

※掲載した動画は予告なく変更・終了する場合がございます。予めご了承ください。 

 

 

2023年 10月期 通期決算説明の書き起こしについては次頁以降をご確認ください。 

 

会 社 名 株 式 会 社 笑 美 面  

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  榎 並  将 志 

（コード番号： 9 2 3 7  東証グロース市場） 

問合せ先 取 締 役 C F O  西 田  明 美  

 （TEL. 06—6459-0777） 

https://www.youtube.com/watch?v=yjg2wR2bdac
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2023 年 12 月 14 日 
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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社笑笑面 

 

[企業 ID]  9237 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2023 年 10 月期 通期決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 通期  

 

[日程]   2023 年 12 月 14 日 

 

[ページ数]  22 

  

[時間]   18:00 – 18:30 

（合計：30 分、登壇：17 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  榎並 将志（以下、榎並） 
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登壇 

 

司会：大変長らくお待たせいたしました。ただいまより、株式会社笑美面、2023 年 10 月期通期決

算説明会を始めさせていただきます。 

本日は、2023 年 10 月期通期決算概要を代表取締役社長の榎並将志よりご説明いたします。その

後、皆様のご質問をお受けいたします。Zoom ウェビナーからのご質問については、Q&A 欄に質

問内容をご記入ください。投稿されたご質問の中から、運営側で選択してご回答いたします。なお

ウェビナーご登録時に入力されたお名前でご質問が投稿されますが、匿名での投稿も可能です。 

それでは、榎並社長お願いいたします。 

榎並：はい。本日はご視聴いただきありがとうございます。あらためまして、株式会社笑美面、代

表取締役の榎並でございます。よろしくお願い申し上げます。 

当社は、今年 10 月 26 日に東証グロース市場に上場し、今回初めて決算説明会を開催させていた

だきます。冒頭に私から、事業にかける想いや信念をお話しさせていただきます。 

私たち笑美面は、働く人それぞれが自身の人生の貴重な時間を使うに値する事業を行うと決めて、

MISSION、VISION を制定しております。現在の笑美面が VISION としてフォーカスしている問

題・領域がシニアホームにまつわることです。一般の方々のシニアホーム探しの誤解を解き、シニ

アホームをより良いレベルに導く事業が、笑美面の VISION への道と考えております。その社会的

インパクトと財務的インパクトを可視化して、達成を目指していくものです。 

今回の前期決算発表と今期事業計画の発表は、まさにこの可視化の報告です。投資家の皆様から

は、当社は新しい領域の銘柄と認定されているとお聞きしており、当社のこの介護という成長産業

の中での新しいサービスはどんな構造になっているか、どれだけの成長可能性を秘めているのかお

伝えしたく思っております。当社の今後を、ぜひ見極めていただきたいと思っております。よろし

くお願い申し上げます。 

それでは本日は、サマリー、23 年 10 月期の四半期業績、同じく通期実績、24 年 10 月期の通期計

画と前提条件および経営戦略に関して、順にお話しいたします。 
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介護家族の介護負担状況のページです。 

私たちは、家族は過度な介護負担を抱えずに、心の介護に専念いただくことが、本人、家族にとっ

ても良い結果に繋がることが多いと知っております。しかし、現在の状況ですと、ビジネスケアラ

ーが約 318 万人、これは 2030 年度の段階で経済損失が 9.1 兆円になる見込みだと言われておりま

す。 

また、老老介護、これは現在 200 万人いると言われております。これはもう、現在の状況で共倒

れリスクを抱えていると言われております。 

また昨今、新たな社会問題としてフォーカスされております、ヤングケアラーの問題がございま

す。こちらは 32 万人いると言われておりまして、子ども・学生でありながら家族の介護を行う、

毎日のように行う方も多い問題です。この子ども・学生の今後の進学や就職の断念というリスクが

あるというふうに我々は、捉えています。 
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こちらのページは、当社の SDGs5.4.の目標に対してのインパクトメジャメントのページです。 

当社はシニアホーム紹介サービスの利用後にアンケートを取っております。当社サービスを受けて

いただいた後のアンケート結果になりますが、こちら左側、1 日にかける家族介護の介護時間の減

少というのはアンケートでわかっております。こちら 8 時間以上減ったというのが最大の回答とな

っております。8 時間ということですので、1 日のほとんど多くを介護に充てている現実であると

いうことです。 

また、その介護に充てる減った時間をどのように使っているかというようなアンケートも取ってお

りまして、こちらは仕事という回答が最大になっておりますので、前述しましたビジネスケアラー

の解消に寄与していることが、当社のサービスで実証されていることがアンケート結果により、わ

かっております。 
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これらのサービスを通じて、当社サービスによって、このようなさまざまなお声をいただいており

ます。 

 

ではここから、財務数値のハイライトをご説明させていただきます。 
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前期は期初に大量採用したコーディネーターのオンボーディングが徐々に進みまして、通期では

33.6%の増収。第 4 四半期に限ってみますと、63.4%の増収と、尻上がりに収益を拡大してきまし

た。24 年 10 月期に関しましても、シニアホーム紹介事業者に対する社会的ニーズの高まりおよび

当社コーディネーターの稼働人員増加、営業収益は 61%増の 13.1 億円、営業利益は 63%増の 1.8

億円を計画しております。 

 

続いてのスライドでは、前期の特徴的な事業ハイライトを記載しております。 

左図の通り、四半期を追うごとに成約数は拡大しておりまして、また生産性の改善も相まって、営

業利益率は 23 年 10 月期に大幅に上昇いたしました。また右図の通り、目下事業構築を進めてお

ります、プラットフォームサイトの登録ホーム数は力強く成長しております。今期 24 年 10 月期

は、新たに 2 拠点を開設することで、さらなる収益拡大に向けた種まきを始めます。 
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ではここから、23 年 10 月期の第 4 クォーターの 3 カ月間の業績について詳しくお話しさせていた

だきます。 

23 年第 4 クォーターは、営業収益が前年同期比で 63.4%増、営業利益は黒字化を果たしました。

右図を見ていただくと、シニアホームの紹介事業を手がける主力のシニアライフサポート事業で高

い成長を実現できたとおわかりいただければと思います。 
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この業績背景について、営業収益、営業費用、それぞれ分解しつつご説明差し上げます。 

まず、トップラインの成長についてなんですが、コーディネーターの積極採用を進めたことで、主

要なリードであります、「メディカルソーシャルワーカーからの紹介数」および、納得あるシニア

ホーム選びに欠かせないイベントであります「家族会議実施数」といった重要 KPI が、それぞれ

57%増、150%増と大きく伸びたことが背景にあります。 

 

結果として、成約数を示す「スマイル数」は、前年同期比 41%の伸びを実現しました。この 41%

は、前ページの先行指標と比較しますと、伸び率は一段低いんですが、これはコーディネーターの

新人構成比が高まったことで起こるものです。全社的な成約率が一時低下したことが主因です。こ

の全体成約率の一時的な低下ということは、今後も当社は新人の採用規模に合わせて起こること

で、一過性のことでございます。しかし、新人のオンボーディングの進展に伴い、徐々に成約率は

回復する見込みです。 

また、23 年 3 月より事業を開始したプラットフォームサイトは、開始 8 カ月で 5,335 件までシニ

アホーム登録数を積み上げました。現時点で収益化はしておりませんが、急拡大した登録ホーム基

盤を生かし、徐々にキャッシュポイントの創出を進める予定です。 
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こちら、新人のオンボーディングのイメージなんですが、コーディネーターの生産性をグレード別

に集計しますと、上位グレードと下位グレードにはおよそ 3 倍の生産性の開きがあるというデータ

が、当社社内のデータです。足元は、新人構成比の上昇から、1 人当たり生産性というのは悪化し

ますが、構成比の平準化が進むことによりまして、生産性はさらに一段の向上が実現できると考え

ております。 
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このスライドでは、営業費用および利益率の状況を整理しております。 

営業利益率は、シニアホーム運営コンサルティングで、一時的に案件が集中しました 3 クォーター

ほどではございませんが、4 クォーターも 18.2%と高い営業利益率を確保いたしました。営業費用

については、トップラインの進捗が計画以上で、上振れ可能性が高まったため、本第 4 クォーター

に採用費を計画以上に積み増しましたが、そのほかはおおむね、前四半期並みで推移いたしまし

た。 

 

今四半期の第 4 クォーターのトピックとしましては、プラットフォームの登録ホーム数の急速な積

み上がりが挙げられます。 

これはシニアホームから、従来得られなかった、また声が届きにくかったお客様、入居者様の顧客

ニーズ、家族様の顧客ニーズがくみ取れると、そういうサービスとなっている点から、取引シニア

ホームから大変好評の声をいただいた結果です。 
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では続きまして、23 年 10 月期通期の着地に関して、簡単にご説明差し上げます。 

営業収益は当初計画比でやや上振れしました。営業利益はトップラインの上振れを踏まえ、採用費

などの一部費用を先行投資いたしましたので、計画並みで着地しております。 

経常利益以下に関しましては、当初計画をやや下回る水準となっておりますが、これは上場関連費

用が当初想定より嵩んだことが主因でして、24 年 10 月期以降は費用発生しないものがメインで

す。 
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営業収益と営業利益の年次推移をグラフ化しますと、ご覧の通りとなります。着実に右肩上がりで

成長できていることが確認いただけると思います。 

 

また、重視するインパクト KPI ですが、4 指標の推移はご覧の通りです。 
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こちらも、当社インパクトスタートアップとして重視してる KPI ですので、こちらも右肩上がり

で推移しております。 

 

このスライドでは、営業費用と営業利益率の年次推移を整理しました。営業費用の実額自体は当然

積み上がっておりますが、それ以上にトップラインが伸びておりますので、結果として不連続な収

益性改善を実現しております。 
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では、進行期でございます、24 年 10 月期通期計画の業績計画に関してお話しいたします。 

左の表で示した通り、営業収益は 61.1%増の 13.1 億円、営業利益は 63.2%増の 1.8 億円強の確保

を目指します。右図の推移グラフの通り、コーディネーターのさらなる採用およびオンボーディン

グ進展により、シニアライフサポートが全社業績を牽引する形で収益拡大を図ります。 

 

計画の前提条件について、記載の通りです。 

ここからポイントをいくつか抜粋してコメントいたします。 

まず、主力のシニアライフサポート事業では、コーディネーターの稼働人数を 60 名弱から 90 名

超まで、30 名以上純増させることで、成約数を前期比 1.5 倍に増やします。一方、単価や生産性

に関しましては、一定程度保守的に見ております。足元同水準で計画に織り込んでおります。 

コストサイドでは、コーディネーターの増員および従業員エンゲージメント向上のための人件費上

昇を計画しておりますが、過度に費用を踏み込むのではなく、収益性の維持・向上を念頭に置いた

コストコントロールを意識してまいります。 

ただし、進行期は上期に採用費をかけ、また一時的に、その結果新人社員構成数が上昇するため、

四半期では多少のぶれを想定しております。また、ケアプライム事業でのコンサルティング収益は

ボラティリティが大きいため、四半期で標準化をさせず、あくまで通期での目標達成を念頭に事業

を推進します。 
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24 年 10 月期に注力する追加的な経営施策は、メディカルソーシャルワーカーの取引シェア率向

上、プラットフォーム事業の展開拡大の 2 点です。 

前者については、まず社内的なシステムを改修し、MSW 個人との取引状況を可視化、モニタリン

グできる体制とした上で、具体的な施策の検討、実行を進めます。後者については、機能拡充で、

引き続き登録ホーム数の拡大を図る一方、徐々にマネタイズモデルを確立していく予定です。 
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期の進行に伴い、インパクト KPI の目標値をアップデートしております。23 年 10 月期は想定より

新入社員のオンボーディングは少し遅れたため、スマイル数は期初計画をやや下振れしておりま

す。これに伴い、24 年 10 月期目標値も調整をしておりますが、組織的な営業の成果が徐々に実感

できていますので、25 年以降の中期では、逆にさらなるアップサイドが実現できるものとイメー

ジしております。 

 

最後に当社は、単に財務的収益を拡大するだけではなく、「介護家族」の介護負担の軽減を通じ

て、ビジネスケアラー、老老介護、ヤングケアラーといった社会課題の解決を図っております。イ

ンパクトスタートアップということも言われておりますが、財務的成長だけではなく、この社会的

なインパクトを可視化して発表していく。そして経営のマネジメント、意思決定に使っていくとい

うことが、これは社会からの共感を得る、今後も伸びていける要素だと考えておりますので、こち

らもしっかり測って、念頭に置いて発表していきたいと思っております。 

前ページに掲載した四つのインパクト KPI の拡大を通じて、目指す社会の実現に向けて、一歩一

歩、事業を推進してまいります。以降のスライドでは、財務三表や、FAQ、会社概要などの基本情

報を掲載しておりますので、お時間のあるときに、併せてご覧いただければ幸いです。 

私からの決算説明は以上とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：ありがとうございました。それではこれより、質疑応答に移らせていただきます。あら

ためまして、Zoom ウェビナーからのご質問については、Q&A 欄に質問内容をご記入ください。

投稿されたご質問の中から、運営側で選択してご回答いたします。なおウェビナーご登録時に入力

されたお名前でご質問が投稿されますが、匿名での投稿も可能です。お時間の制限もございますの

で、全てのご質問に回答できない場合もございます。あらかじめご了承ください。 

それでは質疑応答に移ります。 

榎並 [Q]：はい、ありがとうございます。では質疑応答、説明中にいくつかいただいておりますの

で、それらの回答をしていきます。よろしくお願いします。 

24 年 10 月期計画に見込んでいる営業利益率の考え方について教えてくださいと質問をいただいて

おります。過去をヒストリカルに見ると、21 年 10 月期はマイナス 17.7%、22 年は 4.1%、23 年は

10%超と収益性が改善してきましたが、24 年 10 月期、進行期は大きな収益性の改善を見込んでい

ない背景につき、深くご説明、ご解説をくださいという質問であります。 

榎並 [A]：結論としましては、今期は計画上、成約単価の上昇と生産性の改善、この 2 点を大きく

見込んでおりません。計画には織り込んでおりません。ただし、成約単価につきましては、今まで

ずっと上がってきました、資料にも記載させていただいてます。 

これは、当社のシニアホーム紹介サービスの認知向上と市場浸透が進むにつれて、仲介プレイヤー

としてのポジションが向上して、単価が上昇してきた背景があります。シニアホームの運営事業者

にとって、当社がより重要なプレイヤーにどんどんなってきたということです。当然、今後もさら

なるポジションの向上により、継続した単価上昇というのは一定見込めると考えておりますが、計

数計画上は、保守的にこの効果を織り込んでいない部分もありますので、成約単価の向上という形

で計画には織り込んでいないという形です。 

あとは生産性、1 人当たりの成約数とか、こちらも新人をまだまだ採用を続けますので、1 人当た

りの成約数の向上というのは計画上織り込んでおりません。ただ、22 年の 10 月期末から 23 年 10

月期の期初に大量採用したコーディネーターのオンボーディングも進んでおりますので、生産性と

いうのは改善が見込まれております。全社的には、生産性の維持を念頭に置きつつも、中長期的に

成長に向けて、人的資本投資を積極的に実施することを基本方針としております。 
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このように、過去利益率改善に貢献してきた単価向上、生産性の改善を大きく見込まない計画とし

たので、トップラインに比べて利益率の向上幅が限定的です。ただしこれは、一定保守的に計画し

ていると捉えていただければと思います。 

あと、中期的に成長していくことを見据えまして、人に投資していくということ、待遇のアップで

あったり、そういったことも計画に織り込んでいますので、これが主な背景ですので、ご理解いた

だけますと幸いです。以上、こちらの質問に対する回答となります。 

榎並 [Q]：次、シニアホーム紹介事業の展開方針に関しての質問です。現実的な目線として、どの

程度のアップサイドがあるのか、地域特性はあるかというような質問いただいています。 

榎並 [A]：まず、日本全体として、シニアホームの新規入居者数はフローで年間 30 万人ほどいる

と、当社では計算しております。これに対して当社のスマイル数、成約数は前期で 2,400 弱ですの

で、紹介事業者の利用率というのがあるんですけど、これを勘案せずに考えると、マーケットシェ

アは 1%に満たないので、まだまだ広大なマーケットがあると認識します。 

その中でも、特に東京や大阪といった都市圏でさらなる成約増を進めることを第 1 の戦略としてお

ります。病院単位で言いますと、大阪、東京ともに 8 割ぐらいにリーチできております。しかし、

紹介パートナーでありますメディカルソーシャルワーカー単位では、まだリーチ率が低くて、まだ

まだお取引いただいていないメディカルソーシャルワーカーという方々は残っていますので、ここ

をリーチしていくことで、市場深耕する余地が大変大きいと思っていますので、このエリアを重点

的にやっていきます。 

その第一歩として、先ほどご説明しました社内のシステムを改修しまして、メディカルソーシャル

ワーカー個人との取引状況、取引シェアなどを可視化して、ここはもう科学的にセールスイネーブ

ルメントを使って PDCA を回していこうと今期、画策しております。以上が回答です。 

榎並 [Q]：では次が、インパクト KPI が見直されていますが、26 年 10 月期のスマイル数が 23 年

10 月期比で約 3.4 倍の 8,000 件となっていますと。それを 23 年 10 月期の営業収益が 8 億円なの

で、単純計算で 3 年後は 3.4 倍の 30 億円弱の営業収益ですかという質問です。また後、営業利益

率は 15%を前提とすれば、営業利益が 4.5 億円ぐらいですかという質問をいただいております。 

榎並 [A]：こちらは、ここからの逆算をいただいたということなんですが、まずインパクト KPI の

スマイル数、これあくまで成約件数だけですので、これは先ほど申し上げた単価向上とかは織り込

んでおりません。 
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これだけでは測れませんので、結論的には、先ほどご質問いただいた数字以上のポテンシャルがあ

ると考えてください。例えば今後は、プラットフォームサイトのマネタイズによる、さらなる収益

拡大を図りますので、必ずしもそのような計算とはなりません。 

また、収益性に関しても、一時的には人的資本投資をする計画ですが、ある程度は生産性の改善が

まだ進むと考えております。あと、固定費負担の軽減効果も見込まれますので、単純にインパクト

KPI の目標値以上のポテンシャルはあると考えていただけばと思います。 

あとプラットフォームサイトのやはりマネタイズ、今後、今鋭意検討中ですが、ここはやはり利益

率が高いビジネスモデルですので、収益構造、長期的には変化して、より利益体質になる可能性も

ございます。 

中期的な財務数値の計画はまだ開示しておりませんので、具体的な回答は控えさせていただくんで

すけど、これらの変動要因を踏まえた上で、当社の中長期の成長ポテンシャルを検討いただけれ

ば、ご理解いただければと思います。成約数以上のポテンシャルはあるというふうにご回答させて

いただきます。 

榎並 [Q]：業界未経験者の採用、オンボーディングについて、うまくいく秘訣があれば教えてくだ

さいというような質問いただいています。 

榎並 [A]：これはオペレーショナルエクセレンスであって、当社の教育体制であったり、仕組みが

大きく関わっていることです。当社の競争優位性の源泉として、オペレーショナルエクセレンス、

これ後ほどちょっと詳しく説明したいと思いますが、蓄積したデータベースを挙げております。蓄

積したノウハウを標準化して、横展開します。その上で、コーディネーター1 人 1 人のスキルとし

て定着をするような仕組みが、またそのような組織文化があります。業界未経験者であっても、う

まく早期にオンボーディングすることが可能となっています。 

例えば、このオペレーショナルエクセレンス、どんなことをしているかということですが、このよ

うに PDCA サイクルというふうに徹底してやっておりまして、例えばこのプラン、新入社員の方

には明確な成長ガイドラインというのを示しております。この Do、計 300 を今、超えていますか

ね、300 を超える社内で独自作成した動画教材をもとに、コーディネーターとしてのナレッジを蓄

積していきます。これはかなり細かい。やはり当社のお客様、シニアライフサポート事業のお客様

というと、状況がさまざまなんです。 
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お客様にとって家庭の環境、経済状況、親族との関係性、病気、どんな病気をお持ちか、これもう

さまざまなバリエーションがありますので、このように 300 以上、そのシチュエーションに合っ

た教育ノウハウを提供する動画が必要だということです。これを用意しております。 

また Check、Action という部分では、全社発信する日報であったり、マネージャーと 1on1 の週

次、週次 1on1、あとは月次でもアワード、個人もチームも表彰していたり、成果を図っていま

す。または半期評価、これは評価者が丸 2 日ぐらいかけて、半期に 1 回、評価ということを緻密に

やっております。このようなさまざまなチェックポイントで Check、Action を行いまして、自身

が Action を見直すことで、介護者や介護家族、シニアホームに、より付加価値を提供できるコー

ディネーターになると。そんなような体制が確認されております。 

中小零細を含めますと、シニアホームの紹介事業者というのは、全国に 400 社程度あると言われ

ております。ただし、これだけの規模といいますか、当社ぐらいの規模で組織的に事業展開できて

いる事業者は当社だけではないのかなと、当社としては自負しておるぐらいの、徹底した教育体制

を敷いております。 

ここは当社の非常に大きな強みになっていると。これにより、人材の再現性が生まれ、大きなマー

ケットに対してシェアを獲得していくことが可能になると考えておりますので、採用、オンボーデ

ィングについては、かなり力を入れてやっています。 

本日いただきました質問としては、以上になります。質問の回答としては、以上とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

司会 [M]：では定刻より少し早いですが、これをもちまして、質疑応答を終わらせていただきま

す。 

以上で、株式会社笑美面、2023 年 10 月期通期決算説明会を終了いたします。 

ご視聴いただきまして誠にありがとうございました。こちらのウェビナー終了後、アンケート画面

に遷移いたしますので、ご回答いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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